
 

２．１０ 劇場等の客席・観覧席 
 

 

◆設計の考え方◆ 
 

・劇場やホール、体育館等の客席や観覧席を持つ建築物では、高齢者・障害者等が出入口から座

席まで円滑に到達し、かつ、観覧できる配慮が求められる。 

・高齢者・障害者等が障害のない観客と同様に座席を選択できる可能性を確保する配慮が望まれ

る。 

・客席において、視覚障害者や聴覚障害者が情報を得ることが可能な設備を設けることが望まれ

る。 

・高齢者・障害者等が舞台や楽屋を利用することにも留意する必要がある。 

 

 

 

●客席・観覧席の設計標準 

●基本寸法 

同伴者用座席の確保

有効幅員120cm以上 

通 路 

高齢者・障害者等が利用しやすいように手 

すりを跳ね上げ式にすることが望ましい 

車いす使用者用客席

可動いすにすることで利用者数に合わせて 

客席を確保することができる 

折りたたんだ状態 

回転可能なスペース（150cm）を 

確保することが望ましい 

平坦な床とする 

車いす使用者用客席 通路の有効幅員 

120cm程度 幅120cm程度


